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～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成
事業，教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を前提として実施してい
ます。
　これからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいります
ので，皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）および福祉事業は，教
弘保険の契約者配当金等により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金等を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です。

教弘保険加入と
保険金の支払い

70年以上に
わたる提携関係

各種の
教育振興事業・福祉事業

日教弘では，70年以上にわたって日教弘では，70年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携してジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を共済事業（提携保険事業）を
実施しています。実施しています。

教弘保険は教弘保険は
安心のかたち安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま
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新年のごあいさつ
弘済会事業のご活用を！

　新年，明けましておめでとうございます。
　旧年中は弘済会の各種事業の推進にご理解・ご支
援を賜り，深く感謝いたしますとともに，本年も先生
方のご健勝・ご多幸をお祈りします。
　さて，本年度も教育研究助成事業や教育文化事業な
どの教育振興事業にご応募・ご活用いただきありが
とうございました。弘済会としましては，今後も学校
や地域の方々にこれらの事業を積極的にご活用いただき，
岡山の教育・文化の発展に寄与したいと考えています。
　教弘保険にご加入の会員の皆様，福祉事業の活用に
漏れはありませんか。今一度福祉事業の内容等をご確
認いただき，ジブラルタ生命のＬＣに申し出ていただ
きますようお願いします。
　また，来年度の新規事業として，満30歳を迎える教
弘保険のご加入者に，図書カードの贈呈を計画してい

ます。どうぞご期待ください。
　弘済会では，これまでも私どもの趣旨にご賛同いた
だける会員を募集しておりますが，12月3日時点で
16,551名となっています。ありがとうございます。と
ころで会員の皆様，日教弘クラブオフをご活用いただ
いていますでしょうか。
　管理職の多くの先生方には，学校応援キャンペーン
にご応募いただき，ありがとうございました。抽選で
16校に学校賞を贈呈いたしましたが，来年度もご応募
よろしくお願いします。
　こうしたキャンペーンを通して，管理職の先生をは
じめ教職員の皆様に，弘済会の趣旨や活動へのご理解
を賜り，一人でも多くの方に弘済会に入会していただ
けますことを願っています。
　本年もどうぞよろしくお願いします。

公益財団法人
日本教育公務員弘済会岡山支部
　　　支部長 　竹井��千庫

あけましておめでとうございます
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第１問　 教弘保険加入の会員が（公財）日教弘の指定する宿泊施設を利用する際に補助
を受けられます。日教弘岡山支部の退職会員のみが宿泊補助を利用できる施設
は次のうちどれ？

　　　　　　🅰 ピュアリティまきび  🅱 三井ガーデンホテル岡山
　　　　　　🅲 ロイヤルパークホテル倉敷

第２問　岡山教弘友の会事業について，令和６年度一日研修旅行の行先は次のうちどれ？
　　　　　　🅰 大阪府  🅱 笠岡諸島  🅲 高梁市

第３問　㈱岡山教弘で2024年7月から新たに取り扱っている保険は次のうちどれ？ 
　　　　　　🅰 火災保険  🅱 地震保険  🅲 ペット保険

三択問題の答えをハガキまたはメールでお送りください。全問正解者の
中から抽選で10名様にお年玉（図書カード3,000円分）をプレゼント！！

きょうこうきょうこう
お年玉クイズお年玉クイズ
問　題

答え，所属（校園名），氏名，電話番号を記載し，ハ
ガキまたはメールでご応募ください。締切は1月23日
㈭必着。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます。

応募方法
〒703-8258岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会

岡山支部「弘済会報」係
E-mail：okayama@okakyoko.or.jp

応 募 先

令和7年度貸与奨学生募集開始のお知らせ

　日教弘岡山支部では，令和7年度分の無利息型貸与奨学金の受付を
2月から開始します。
　申請を予定されている方は，お早目にお申込ください。

※応募締切日が土日祝日にあたる場合は，その直前の平日を締切日（必着）とします。

第一期   募集期間：令和7年２月１日～３月31日／送金予定時期： ５月中旬
第二期   募集期間：令和7年４月１日～６月30日／送金予定時期： ８月下旬

応募資格 大学院，大学，短期大学，高等専門学校4年以上，専修学校専門課程等に在学または入学予定の学生

貸 与 額 修学期間1年につき25万円，最高100万円まで一括貸与

申込方法 「奨学生申請書等申込書」を日教弘岡山支部事務局までお送りください。折り返し日教弘本部規定の
申請書類をお届けいたします。なお，他の奨学金との併願は不問です。

添付書類 所得に関する証明書（市町村の所得証明書，直近のもの，コピー可），大学等の在学証明書・入学予
定の場合は合格証明書（コピー）� （折り返しお送りする申請書類の中でご案内します。）

そ の 他 「奨学生申請書等申込書」および募集要項は，「弘済会報�新春号」と一緒に各学校園にお届けしてい
るほか，ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）からもダウンロードできます。
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　教育研究論文・著書助成事業は，日々行われている実践的な教
育研究についての論文・著書を募集し，優秀な研究を表彰すると
ともに，その研究内容を広く共有することを目的としています。
　今年度は学校部門2編，個人部門14編，著書部門4編の計20
編のご応募をいただきました。ご多忙な中，創造的に教育実践に取
り組まれ，ご応募いただいた先生方のご努力に敬意を表します。
　去る10月7日，おかやま西川原プラザにて令和 6 年度教育研究
論文・著書審査会が行われ，最優秀賞をはじめとする各賞の受賞
者が決定されました。

● 学 校 部 門
賞 論文題目 所属名 代表者名

優秀 AI共創型教育によるデジタルリテラシーの向上
―DXハイスクール採択校の実践を通して―

岡山県立
瀬戸高等学校

校長
笹埜　圭亮

優良
探究的な学びの深化による資質・能力の伸長
―往還による学びの深化により，資質・能力を伸長し，未来を切り拓く人材育
成を目指した試み―

岡山県立
岡山城東高等学校

校長
田村　繁樹

● 個 人 部 門
賞 論文題目 所属名 氏名

最優秀
学習障害（読み書き障害）がある児童へのICT活用による個別最適化された
学びの実現
―ICT活用の合理的配慮により学習困難を改善・克服し主体的に学びに向
かう児童の変容を通して―

津山市立
北小学校

教諭
宮尾　優子

優秀 生徒の「主体的・対話的で深い学び」につながる探究ポータルサイトの構築
―ICT時代における「情報センター」としての図書館の可能性―

岡山県立
岡山城東高等学校

司書
髙田沙夕里

優秀 体育専科で働きやすく学びやすい体制に
―体育的業務を効率的かつ効果的に行うための改善を通して―

岡山市立
芳明小学校

教諭
中安　翼

優秀 情報の整理分析を支え自律的な学びを促す思考ツールの開発と実践
―オンラインホワイトボードを活用した「ダーツボードチャート」の提案―

岡山市立
平井小学校

教諭
遠藤　隆平

優良 科学的に考えることを楽しみながら追究する学びのデザイン 総社市立
総社中央小学校

教諭
角田　早苗

優良 児童の非認知能力と認知能力の相関関係についての一考察
―主体的な学びの育成を通して―

和気町立
佐伯小学校

教諭
角田　直也

ホームページ（http://www.okakyoko.or.jp）に，全ての受賞者および研究テーマを掲載しています。
4月には優良以上の受賞論文を掲載します。

4月には優良以上の受賞論文を掲載した「教
育研究集録」を各学校園にお届けします。
受賞者の方々のすばらしい取り組みをご一読
いただき，皆様の日頃の教育活動の中で参考
にしていただければ幸いです。

● 著 書 部 門
賞 著　書　名 所属名 氏名

優秀 学習者用デジタル教科書を活用するために知っておきたいこと 岡山県教育庁
義務教育課

総括副参事
江尻　寛正
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特選・入選作品展示会開催特選・入選作品展示会開催

　去る12月4日，おかやま西川原プラザにて令和6年
度岡山県教育カレンダー絵画コンクール審査会が開催
され，応募総数1,676点の作品の中から特選12点と入
選24点が選考されました。特選・入選作品が掲載され
た令和7年度用カレンダーは，3月上旬に各学校園へ
お届けいたします。

● 展示期間：令和7年3月14日㈮～3月25日㈫
● 展示時間：9：00～17：00（最終日は14:30まで）
● 展示場所：おかやま西川原プラザ２階ギャラリー
　　　　 　　（岡山市中区西川原255）

令和6年度岡山県教育カレンダー絵画コンクール審査結果

令和6年度　審査会

令和5年度　展示会

 入選受賞者
校　　名 学年 氏　　名 校　　名 学年 氏　　名

倉敷市立西阿知小学校 1 佐々木　翠 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 松浦　功真
笠岡市立金浦小学校 1 小林実華子 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 向井　博紀
総社市立総社東小学校 2 小橋　　蓮 井原市立芳井中学校 1 渡邊　心花
倉敷市立長尾小学校 2 竹内　　匠 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 岸本　陽花
ノートルダム清心女子大学附属小学校 3 市　　詩弦 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 谷岡　　昴
倉敷市立西阿知小学校 4 高月　杏実 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 直木瑚乃香
岡山市立横井小学校 4 山﨑愛琉空 笠岡市・矢掛町中学校組合立小北中学校 2 山下　智輝
就実小学校 5 鈴木　心結 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 3 濵谷夕里菜
倉敷市立菅生小学校 6 平松　美柚 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 3 林　遼
就実小学校 6 橋本　幸樹 笠岡市立大島中学校 3 大島　和花
倉敷市立長尾小学校 6 稲葉　遥斗 岡山県立総社高等学校 1 内藤　　奏
岡山県立岡山大安寺中等教育学校 1 土井　千聖 岡山県立総社高等学校 1 野山　陽毬

 特選受賞者
月 校     名 学年 氏   名 賞
4 岡山大学教育学部附属小学校 4 桑原　　健 公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部長賞
5 倉敷市立富田小学校 6 木村　有希 岡山県知事賞
6 倉敷市立長尾小学校 5 西垣さや乃 RSK山陽放送社長賞
7 倉敷市立乙島小学校 4 西村　美空 岡山県教育委員会教育長賞
8 総社市立清音小学校 1 加藤　花奈 OHK岡山放送社長賞
9 玉野市立宇野中学校 1 藤原　春樹 NHK岡山放送局長賞
10 笠岡市立金浦中学校 1 矢野　鈴羽 岡山県中学校長会長賞
11 岡山市立桑田中学校 3 國方茉莉恵 一般財団法人岡山県教育会理事長賞
12 岡山県立岡山大安寺中等教育学校 2 妹尾　日向 山陽新聞社長賞
1 岡山大学教育学部附属小学校 5 多々野圭一朗 岡山県小学校長会長賞
2 岡山県立総社高等学校 1 岡本　愛結 岡山県高等学校長協会長賞
3 玉野市立宇野中学校 3 髙橋　音羽 公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部長賞

ぜひお越しください♪

ホームページ(http://www.okakyoko.
or.jp)に，特選・入選作品を掲載してい
ます。ぜひご覧ください！



岡山会場（定員120名）

おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
☎（086）272-1923

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

※�カーナビご使用の際は，
所在地での検索をお願い
します。

1月18日（土）

主な内容 ⃝教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
⃝「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
⃝専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

申込方法 申込書をジブラルタ生命のLC（学校園担当営業社員）へご提出，
または日教弘岡山支部事務局までメールもしくはFAXください。
（メール：okayama@okakyoko.or.jp　FAX：086-272-1781）
※申込書は当支部ホームページにも掲載しています。

本年度末で
ご退職でない方も，教弘
保険にご加入でない方
もふるってご参加くだ
さい。

参加費
無料

日教弘岡山支部メール

― 6 ―

教弘保険についてのお問い合わせは，ジブラルタ生命保険㈱岡山支社各営業所まで

※この内容は，令和6年12月1日現在のものです。ご契約にあたっては必ず共済事業（提携保険事業）提携保険会社ジブラルタ生命の「契約概要」「注意喚起
　情報」「ご契約のしおり・約款」をご覧ください。

令和7年3月末ご退職予定の皆様へ

教弘保険の
おすすめ
ポイント

教弘保険に加入できるのは保険年齢60歳以下の方です。

詳しくは右ページをご参照ください。

１ ご退職後も65歳まで，現職中と同じ保険料で同様の保障を受けられます。
２ 65歳以降も，健康状態の如何にかかわらず，80歳まで継続が可能です。
３ 教弘保険加入者としての特典が受けられます。
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単位％

1.72

2.84

4.77

男 女

70歳時の死亡率は
60歳時の

2倍以上！60
徐々に上がる

歳からの死亡率
「令和５年簡易生命表（男）」「令和５年簡易生命表（女）」
（いずれも厚生労働省）を元にジブラルタ生命にて作成
（小数点第３位を四捨五入）

50代からの「退職準備セミナー」開催のご案内

⃝ジブラルタ生命コールセンター（教職員専用・通話料無料）　☎0120－37－9419
⃝岡山第一・第四・第六　☎086－271－2010　　⃝岡山第二・第三・第五・第七・第八・第九　☎086－234－7501
⃝津山　　　　　　　　　☎0868－22－4053　　⃝倉敷　　　　　　　　　　　  ☎086－422－1769
⃝笠岡　　　　　　　　　☎0865－62－4455　　⃝総社　　　　　　　　　　　  ☎0866－92－6550
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岡 山 教 弘 友 の 会 の ご 案 内
「岡山教弘友の会」は，ご退職後も「教弘保険」をご継続いただいている方を会員とし，各種福祉事業を実施し
ています。ぜひご退職後も「教弘保険」をご継続いただき，弘済会事業をご活用ください！

　主な行事・各種福祉事業
■友の会総会（隔年開催）
2年に1度開催する総会では，記念講演や懇親会を企画・実施しています。
総会のご案内は開催年の9月頃に送付します。

令和5年度�総会 記念講演 懇親会

楽しい企画が盛りだくさん！
退職後の交流の場としてご活用
いただいています♪

ご退職予定の
会員の皆様へ

■友の会入会記念品　　　■宿泊補助　　　■会食補助
■一日人間ドック受診補助　　　　■大腸がん検診補助各種福祉事業

■友の会国内旅行（毎年企画）・海外旅行（隔年企画）
友の会では，国内旅行を毎年，海外研修旅行を隔年で企画しています。世界遺産やNHK大河ドラマの舞台などを巡
り，ゆとりある旅程でゆっくりと疲れを癒していただきます。
会員の方には，旅行代金の補助もあります。

●国内旅行補助額／10,000円　●海外研修旅行補助額／20,000円
ご夫婦やご友人グループで
ぜひご参加ください♪

大相撲三月場所にてなんばグランド花月にて大阪にて

■友の会交流会・一日研修旅行（隔年開催）
総会を開催しない年度に，岡山市内以外で，交流会と一日研修
旅行を企画・実施しています。

令和6年度�交流会（高梁市） 交流会（講演会） 令和6年度�一日研修旅行（笠岡諸島）

交流会では，総会同様，記念講演や懇親
会を企画・実施しています♪
一日研修旅行は，「宿泊を伴う旅行が難し
い」というお声から企画した日帰りバス
旅行です♪
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教弘保険ご加入の皆さまへ　福祉事業のご案内

【お願い】会食補助券のご利用方法について
福祉対象AおよびBの方にお送りしている「会食補助券」について，いつもご利用いただきありがとうございま
す。今後ご利用される皆様にお願いがございます。

★「会食補助券」は，お食事をされた当日に
3 3 3

施設へご提出ください★
懇親会などのご利用で，お支払が後日精算の場合でも，必ず当日中にご提出ください。
後日精算時にご提出された場合，施設によっては補助を受けられないことがありますので，ご留意ください。

大腸がん検診のご案内大腸がん検診のご案内検査料
無料

令和６年度�大腸がん検診申込書
①氏
ふりがな
名：　　　　　　　　　　

　会員番号（10桁）：　　　　　　　　　　
　※ご不明な場合は空欄でも可
②生年月日・年齢・性別
　　西暦　　　　年　　月　　日（　　歳）
　　性別　　　　男・女
③ご住所
　郵便番号：　　　　　　　
　ご住所　：　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　電話番号：　　　　　　　　　　

以下，配偶者の受検を希望される方のみ

④配
ふ り が な
偶者氏名：　　　　　　　　　　

　受検区分　：夫婦ともに受検・配偶者のみ受検
　生年月日・年齢・性別
　　西暦　　　　年　　月　　日（　　歳）
　　性別　　　　男・女

申込期日：令和7年１月27日㈪ 必着

定期的な検診で
健康状態を

チェックしましょう！

●対象者
　 年齢基準日において40歳以上で，次のいずれ

かに該当する方
　⃝福祉対象Aの方およびその配偶者
　⃝福祉対象Bの方（本人のみ対象）
　   （※年齢基準日：令和7年3月31日）

●募集定員
　500名（退職会員含む。先着順）

●検査料
　無料
　ただし，検体の郵送料のみご負担ください。

●検査方式
　自己採便方式

●委託医療機関
　公益財団法人岡山県健康づくり財団

●申込方法
　 右の「申込書」に必要事項をご記入の上，切

り取り後，ハガキに貼付，もしくは封筒に入
れてお申込ください。

●あて先
　〒703-8258
　岡山市中区西川原255　おかやま西川原プラザ内
　日教弘岡山支部「検診」係

●�福祉対象Aの方で，配偶者の受検申込をされ
る方へお願い

　⃝ 申込書に，配偶者の氏名（ふりがな必須）・
生年月日・年齢・性別を必ずご記入くだ
さい。

　⃝ 申込書内④の配偶者の受検区分は，「夫婦
ともに受検」「配偶者のみ受検」のいずれ
かに〇をしてください。

　　 どちらの場合も，①～④の項目を全てご記
入の上，一枚の申込書でお申込ください。

●実施日程
　⃝�申込期日…令和7年1月27日㈪必着
　⃝�検査キット送付…令和7年2月19日頃。同封の説明書により検

体を採取し，期日厳守で医療機関あてに送付してください。
　⃝�結果通知送付…3月中旬。
　※ 検査キットおよび結果通知は，医療機関よりご自宅あてに

送付されます。

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線
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あしあと～学校訪問をさせていただいている弘済会参事よりメッセージ～

　岡山市のこども園，幼稚園，小学校，中学校，支援
学校を担当しています横山です。
　弘済会は70 余年前に，先生方の生活を守るため共済
としての生命保険をつくり，その契約者配当金を原資
として教育振興事業を展開している先生方が作った組
織です。
　そしてGIB（ジブラルタ生命）と提携し各学校園に
担当を置き，保険の勧誘に留まらず先生方の様々な相
談に応じ必要な情報をお届けしています。
　今後も弘済会への一層の御理解とGIBの学校担当LC

（ライフプラン・コンサルタント）のさらなる御活用を
よろしくお願いいたします。

９年間
ありがとうございました。

� 参事　横山　福水

　今年も様々な学校園で事業説明会を開かせていただき
ありがとうございました。事業説明会は弘済会がどんな
団体なのかを教職員の皆さんに知っていただき，教育振
興事業や福祉事業等をより一層活用していただくために
行うものです。
　岡山支部の事業については「弘済会事業のご案内」と
いうリーフレットに掲載しており，事業説明会での資料と
して皆さんにお渡ししています。
　また回覧文書として机上で目にされることもあるかと思
います。是非内容をご覧になり，弘済会についての理解
を深め，一層の事業活用をお願いいたします。

一層の事業活用を
� 参事　山岡　哲史

　昨年度から参事として，倉敷・浅口・笠岡地区の小中学
校園を訪問させていただいています。訪問の際，主に管理
職の先生方にはいつも温かく迎えていただき感謝しています。
　２学期，担当の笠岡市内と里庄町内の全小学校に学校
図書各５万円分を贈呈しました。この事業は，指定された地
域の小学校に欲しい本を申請していただき，学校規模に関
係なく贈呈します。各校からは，「ありがたい。子どもたちが
とても喜びます。」と，うれしい言葉をたくさんいただきました。
　これからも，子どもたちや先生方のお役に立てるよう，事業
の情報を伝えていきたいと思います。

弘済会参事２年目として
� 参事　岡　健作

　参事として，公私立の高校，総社・早島地域の学校園を
訪問しています。
　年度初めの訪問では，新採用の先生方へお祝の品を贈
呈する場にも立ち会うことができ，言葉を交わすことができるこ
とを楽しみにしてきました。
　また，幼稚園や小学校では，贈呈したチューリップが満開
に咲いている様子や研究助成金の贈呈校では，活用の様子
などを伺うことができ，弘済会の意義を実感してきました。
　弘済会は，教職員の生活の安定と教育の振興を目的に設
立されています。担当LCに気軽に声を掛けていただき，多
くの先生方・学校園で弘済会のメリットが生かされることを願
っています。

事業のメリットの活用を
� 参事　中山　弘輝

　弘済会の「教育振興事業」の中で，特に好評をいただい
ている事業のひとつに「球根贈呈事業」があります。今年度
は県内の幼稚園・認定こども園・小学校の224校園にチューリ
ップの球根をお届けすることができました。
　幼稚園・認定こども園へは直接球根を持参させていただい
た中，いくつかの担当園で直接園児に渡す機会を与えていただ
きました。
　瞳をキラキラ輝かせ，明るく元気な声で「ありがとうございま
す」と応える姿に接し，思わずこちらから「ありがとう！」と返し
たい気持ちにさせられました。
　厳しい冬の寒さを乗り越え，春には５色の美しい花を咲かせ
てくれることでしょう。「春，近し！」
　平素のご協力に心から感謝を申し上げますとともに，今後とも
弘済会事業へのご理解を賜りますよう，よろしくお願いいたします。

「春，遠からじ」
� 参事　東　史高

　今年度４月より弘済会岡山支部新任参事を拝命し，東備
地域と玉野市を担当させていただいています。
　「最終受益者は子どもたちである」ことを念頭に，教育振
興事業や福祉事業等の充実へ向けて，担当学校園を訪問
させていただいております。いつも子どもたちの声が聞け，ま
た温かく迎えてくださることに心より感謝しております。
　今夏の甲子園大会の選手宣誓にもありましたが，「努力し
たとしても，報われるとは限らない。しかし，努力しなければ
報われることはない。」･･･まさに，常に前向きにご活躍され
ている先生方の姿だと思います。
　学校園の応援団として取り組んでおりますので，弘済会
事業のご活用を今後ともよろしくお願いいたします。

元気溢れる幼児･児童･
生徒･先生方に会えて

� 参事　岡本　浩明
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美
咲
町
立

　
旭
学
園

夢をもち　未来をひらく　旭っ子

　ネイティブスピーカーに触れる機会，英語を使ってコミュニケーションを
図る経験を積極的に取り入れています。１・２年から週１時間の授業，３～
６年は，中学校課程教員とＡＬＴによる授業をしています。
　また，海外の学校との遠隔交流（５・６年），外国の観光者にインタ
ビューする修学旅行（６年），外国の方々と共に活動する国際交流キャンプ
（７～９年），学習した英語を伝える英語発表会（１～８年）等，アウト
プット活動に取り組んでいます。これにより，自分の思いや考えを他者へ伝
える意欲と自信を育みたいと考えています。

　入学式，卒業式，運動会，学習発表会等の行事は，全学年の児童生徒が参
加します。また，児童生徒会は，５年生以上が参加し，あいさつ運動や全校
遊び，給食献立立案等，児童生徒主体の活動に取り組んでいます。
　系統性・連続性のある指導を行うため，９年一貫カリキュラムを作成し，
話す・聞く・書く等の言語能力の育成や乗り入れ授業（算数，理科，外国
語，音楽等，中学校課程教員が小学校課程の授業を担当）を行っています。

■�９年一貫教育���

■�英語教育（Enjoy�English）���

　郷土学習（生活科・総合的な学習の時間）では，地域の魅力・よさに加
え，少子高齢化・過疎化にある地域課題を自分事としてとらえ，地域の発
展・活性化に向けて，提案したり地域活動に参画したりする学習を進めてい
ます。
　また，各学年ごとに，地域で起業したり活性化に取り組んだりしている
方々をゲストティーチャーに迎え，その方々の思いや願いを直接伺うこと
で，地域への愛着，地域のよさと課題の理解を深めることもねらっています。
　各学年の郷土学習の一部を紹介します。
　　１年…旭の自然に親しむ（里山，ビオトープ）
　　２年…地域の人々について知る（近隣の公共機関や商店）
　　３年…旭のよさを考える（地域の名所や偉人，果物産業）
　　４年…旭のよさを考える（製炭，林業，森のサイクル）
　　５年…旭のよさや課題を考える（棚田の米づくり）
　　６年…旭のよさや課題を考える（小規模多機能自治）
　　７年…旭のよさや課題を考える（地域課題の見つめ直し）
　　８年…旭に貢献する（多世代交流拠点施設の利活用提案）
　　９年…旭に貢献する（地域を盛り上げる祭りの企画運営）
　得られた学びを伝える学習発表会には，ゲストティーチャーを始めとした
地域の方々を招待し，「地域とともにある学校づくり」の具現化に取り組ん
でいます。

■�郷土学習（Asahi�Create�Time）���

　美咲町立旭学園は，令和５年４月，
県北初の義務教育学校として，旭小学
校と旭中学校が統合して開校しまし
た。
　今年度の児童生徒数は93名で，義務
教育の９年間を，前期ステージ（１～
４年），中期ステージ（５～７年），後
期ステージ（８・９年）といった４-３-
２年制の学年区分を導入しています。旭学園校舎

藤原�敬三�校長

運動会

棚田のよさを伝えるPR活動

学習発表会

英語発表会
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岡
山
西
支
援　

江
國　

泰
洋

あ
つ
あ
つ
の
好
天
晴
の
運
動
会
生
徒

の
ダ
ン
ス
に
赤
と
ん
ぼ
舞
う

退
職
会
員　

瀧
口　

静
子

朝
日
浴
び
今
日
も
き
ら
き
ら
窓
ご
し

に
出
勤
ま
で
の
道
程
楽
し
む

勝
央
北
小　

井
上　

孝
子

過
疎
地
に
も
選
挙
カ
ー
来
て
賑
や
か

に
自
分
の
主
張
し
て
帰
る
だ
け

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

鮮
明
に
テ
レ
ビ
が
映
す
初
日
の
出
今

年
こ
そ
は
世
界
平
和
を

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

親
と
飲
む
酒
は
小
言
の
肴
つ
き
何
才

に
な
っ
て
も
子
供
扱
い

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

◆
選
者
吟

迎
火
の
ま
づ
夕
風
を
家
に
入
れ
火
の

ぼ
う
ぼ
う
と
人
し
づ
か
な
る

教
弘
俳
壇

伊
東　
伸
介
選

〈
特
選
〉

同
胞
よ
戦
あ
ら
す
な
初
日
の
出

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

（
評
）
平
成
７
年
「
植
樹
祭
」（
広
島
県
）
で
の

美
智
子
上
皇
后
（
当
時
皇
后
）
の
御
歌

　

初
夏
の
光
の
中
に
苗
木
植
う
る　

こ
の
子
ど

も
ら
に
戦
あ
ら
す
な

こ
の
一
首
を
持
っ
て
特
選
句
の
評
に
代
え
る
。

　

大
国
や
紛
争
地
域
の
指
導
者
が
相
次
い
で
国

際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
か
ら
国
際
法
上
の

戦
争
犯
罪
に
あ
た
る
と
し
て
逮
捕
状
を
出
さ
れ

る
現
状
下
に
お
い
て
特
選
句
の
願
い
は
尊
い
。

〈
佳
作
〉

団
欒
へ
向
か
ふ
小
走
り
嫁
が
君

岡
山
城
東
高　

別
所　

琴
美

秋
晴
れ
や
空
一
面
が
踊
り
場
に

美
作
高　

初
川　
　

渉

日
も
落
ち
て
籠
一
杯
の
零む

か

ご
余
子
か
な

片
上
高　

森　
　

稔
倫

〈
入
選
〉

手
枕
に
痺し

び

れ
の
残
る
秋
夜
か
な

津
山
高　

落
合　

範
昭

秋
冷
や
混
声
染
み
て
川
に
な
る

岡
山
城
東
高　

佐
々
木
み
ゆ
き

オ
ホ
ー
ツ
ク
意
表
突
く
な
り
尾
白
鷲

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

想
ひ
人
去
り
て
眼
下
の
大
花
野

山
陽
学
園
高　

土
師　

康
生

有
給
を
と
って
め
だ
か
を
た
だ
見
て
る

倉
敷
・
連
島
南
小　

村
上　

昂
平

乗
客
が
夏
富
士
見
よ
と
揺
り
起
こ
し

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

大
銀
杏
秋
天
に
た
く
す
平
和
か
な

倉
敷
・
玉
島
西
中　

赤
木　
　

藍

風
切
って
自
転
車
こ
い
で
キ
ン
モ
ク
セ
イ

岡
山
西
支
援　

高
橋
智
恵
美

山
寺
の
窓
の
切
り
取
る
濡
紅
葉

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

邯
鄲
の
夢
と
現
に
微
睡
み
て

笠
岡
高　

羽
原　

由
子

雪
が
と
け
ほ
ほ
え
み
か
け
る
地
蔵
尊

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

高
齢
化
穂
の
垂
れ
し
田
の
稗
の
群

退
職
会
員　

万
波　

照
世

満
月
よ
い
つ
ど
こ
か
ら
も
同
じ
顔

退
職
会
員　

服
部　
　

誠

太
刀
魚
と
共
に
く
ぐ
ら
ん
瀬
戸
大
橋                        

倉
敷
・
西
阿
知
小　

土
師　

宏
文

凛
と
し
て
置
か
れ
た
場
所
で
咲
い
た
花

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

誰
そ
彼
浮
か
ぶ
小
道
に
カ
ン
パ
ネ
ラ

倉
敷
南
高　

中
田
理
恵
子

秋
空
に
ま
だ
恋
心
夢
描
く

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

夏
休
み
明
け
て
カ
メ
吉
こ
け
だ
ら
け

倉
敷
・
富
田
小　

村
上　

和
美

◆
選
者
吟　

屋
久
島
マ
ラ
ニ
ッ
ク

白
谷
雲
水
峡
苔
む
す
森
ツ
ア
ー
日
脚

の
ぶ教

弘
柳
壇

丸
山　
敏
幸
選

〈
特
選
〉

娘
の
お
古
も
ら
っ
て
妻
が
若
返
る

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

（
評
）
以
前
は
母
親
が
着
た
成
人
式
の
振
袖
を
娘

が
着
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
時
代
と
共
に
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
が
変
化
し
て
来
た
。
年
配
の
人
で
は

地
味
な
服
装
を
し
て
い
る
人
の
方
が
多
か
っ

た
。
で
も
こ
の
頃
は
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
個
性

的
な
装
い
の
人
が
ぐ
っ
と
増
え
た
よ
う
に
感
じ
る
。

　

娘
さ
ん
の
服
を
奥
さ
ん
が
着
る
こ
と
に
な

り
、
い
つ
も
の
妻
と
違
う
印
象
に
「
は
っ
」
と

し
た
。
着
る
服
で
心
ま
で
若
々
し
く
、
新
鮮
に

な
る
。
奥
さ
ん
の
若
い
頃
の
姿
を
思
い
出
し
た

に
違
い
な
い
。
妻
に
焦
点
を
当
て
て
、
世
相
の

変
化
を
突
い
た
秀
句
で
あ
る
。

〈
佳
作
〉

子
の
時
間
長
く
て
い
い
な
蝉
の
子
は

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

決
め
台
詞
「
ひ
と
口
ち
ょ
う
だ
い
」

待
つ
私

瀬
戸
南
高　

佐
々
木
正
剛

姫
気
分
ふ
だ
ん
使
い
の
輪
島
塗

津
山
工
業
高　

難
波　

宏
子

〈
入
選
〉

子
が
巣
立
ち
つい
寂
し
く
て
犬
を
飼
う

高
梁
城
南
高　

古
村　

英
治

生
徒
た
ち
帰
っ
た
あ
と
の
チ
ョコ
レ
ー
ト

岡
山
西
支
援　

高
橋
智
恵
美

受
験
子
の
澄
ん
だ
眼
差
し
春
を
待
つ

岡
山
一
宮
高　

北
村　

庸
江

教
え
子
と
肩
を
並
べ
て
投
票
し

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

衣
食
住
足
り
て
の
っ
た
り
過
ご
す
幸

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

★
次
号
は
五
月
七
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句
・
川
柳
毎

に
分
け
、
は
が
き
に
作
品
（
三

点
以
内
）・
勤
務
先･

氏
名
を
明

記
。
事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、
教

弘
俳
壇
係
、教
弘
柳
壇
係
ま
で
。

　

次
回
会
報
一
九
六
号
「
春
号

（
保
存
版
）」
で
は
、
文
芸
の
ひ
ろ

ば
は
お
休
み
で
す
。一九
七
号「
夏

号
」
は
七
月
十
日
発
行
で
す
。

★�

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
方
に
は

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。
初
め
て
の
投
稿
、
現
職

の
皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

作
品
募
集

ゆ
か
り
無
い
ふ
る
さ
と
ば
か
り
納
税
し

井
原
高　

伏
見　

拓
也

ま
だ
慣
れ
ぬ
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
甲
子
園

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

狐
草
行
く
先
を
二
度
間
違
へ
る

山
陽
学
園
高　

土
師　

康
生

夢
す
て
て
学
徒
異
国
の
土
と
な
る

美
作
高　

初
川　
　

渉

退
職
で
名
園
漫
歩
日
常
に

退
職
会
員　

服
部　
　

誠

お
じ
い
さ
ん
破
顔
孫
達
集
い
来
る

退
職
会
員　

菱
川　

泰
博

亡
き
父
の
霊
を
慰
め
る
彼
岸
花

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

病
院
の
待
つ
椅
子
ヒ
ヤ
リ
再
検
査

倉
敷
・
玉
島
西
中　

赤
木　
　

藍

「
柿
泥
棒
！
こ
り
ゃ
先
生
か
！！
」親
の

声

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

◆
選
者
吟

映
画
な
ら
き
っ
と
こ
こ
ら
で
愛
に
逢

う

必着



特典は
コチラ


